
女性活躍推進事業 【宮崎県都城市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ３,６７６ 千円

交付金額 １,６５４ 千円

事業番号 １

結婚・出産・育児等で勤めることが難しいと考える女性に多様な
働き方を促進し、技術の習得や女性の起業・就労のための支援
体制を整える。

【目標】セミナー及び講座参加者数：延べ70名（実績 91名） 
 収入に繋がった女性の数：15名（実績 14名）

スタートアップセミナー…前年度までの講座受講生がロールモデル
として登壇したトークセッションや女性起業家によるセミナー、登壇
者及び連携機関による起業就労相談等を実施
在宅ワークスキルアップ講座（12回×２コース）…在宅でも就労が
可能となる技術の習得を支援（Instagram運用講座、AIコーディネー
ター講座）。講座の中で実案件へ挑戦するなど修了後の就労に繋
がる内容を実施

都城商工会議所
中小企業庁宮崎県よろず支援拠点

スタートアップセミナー参加者：54名
在宅ワークスキルアップ講座参加者：32名
（Ｉｎｓｔａｇｒａｍ運用講座：15名 ＡＩコーディネーター講座：17名）
※スキルアップ講座受講者のうち収入を得た人：14名

社会のデジタル化が進む中、在宅で収入を得られる仕事に対す
る注目度は上がっていると見込まれる。そのニーズを捉え、より
収入に繋がる技術習得が可能な講座内容や、オンラインを活用
した在宅での受講も可能な講座運営等の検討が必要となる。
企業の人材不足が深刻になる中で、女性の社会進出は重要な
課題であるため、引き続き支援を行い、気運の醸成を図っていく
必要がある。

令和６年度に実施した市民意識調査では、20～50代女性の就業
率は80％以上と高い一方、非正規雇用が多く、結婚・出産・育児
により離職・再就職を繰り返す「M字カーブ」が依然として見られる。
このため、女性が継続的に働き、再就職しやすい環境整備や多
様な働き方の提案が求められている。都城市では、男女共同参
画計画に女性活躍推進計画を含め、KPIを設定し、ワーク・ライ
フ・バランスの推進などの施策を毎年評価・管理している。



事業の概要

スタートアップセミナー

【前年度までの受講生によるトークセッション】

受講前と受講後の変化や受講して感じたこと、
卒業後の働き方などについてトークセッション

を実施

【女性起業家によるセミナー】

新しい働き方として「起業」の選択肢を増やし
てもらう。雇用される働き方との違い、メリット

やデメリットについての講話を実施

【働き方見本市】
働き方見本市として、11店舗（13名）の女性起

業家がアンバサダーとしてブース出店。参加
者が、アンバサダーに企業のきっかけやアド
バイスなどを直接聞ける機会を設けた。

在宅ワークスキルアップ講座

【AIコーディネーター講座】
Chat GPTやAI画像生成など、基礎から高度な応用まで幅広くスキルを習得。
クライアントワークや自社コ ンテンツなど幅広くAIを活用することができ る

ようになり、ビジネス拡大に繋げることができる。

【 Instagram運用講座】
写真の 魅せ方や効果的な文章作成のコツ、Canva 等を使用した簡単な動
画編集・画像制作ま で、Instagram運用に必要なスキルを基礎 から習得。
自身の アカウント運用やSNS運用代行の仕事に 繋げることができる。
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